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Abstract:  To make clear the impact of the Tohoku Earthquake to the groundwater environment by tsunami and an 
accident of Fukushima Daiichi Nuclear Plant, hydrogeological research were carried out in the east coast of Tohoku. 
The research project was constructed from groundwater study and geophysical sounding study. Groundwater research 
are operated in step by step, the first, overview work was operated in whole area by using rivers, springs and existing 
wells. The next, four points were selected to make a detail work with a drilling holes. And finally, evaluation of 
groundwater pollution risk were analyzed by groundwater flow simulations. The outline of the work were described in 
this section. 
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１．はじめに 
 
 2011年 3月 11日 14時 46分に発生した東日本大震災

からの復興に資するため，地下水汚染リスク評価研究は，

利用できる地下水の存在域を確認したり，その流動範囲

や速度，さらには脆弱性を把握するために実施された．

本研究は大きく地下水研究と物理探査研究で構成され

る．地下水研究は，被災地全域を対象とした概要調査，

陸前高田・気仙沼・南相馬・館林を対象とした詳細調査，

全域でのリスク評価解析（地下水流動シミュレーショ

ン）研究から成り立っており，東北地方の沿岸域を概観

したのち，選定地域において帯水層構造に合わせた地下

水調査を掘削により実施している．一方，物理探査研究

はヘリコプターによる空中磁気探査と地上の電気・電磁

気探査からなっており，堆積層の構造や塩水侵入などの

地下水特性を３次元的に調査している．最終的には，全

域を対象とした地下水流動解析を実施することで，地下

水環境とその脆弱性を評価する．以下に各研究項目を示

すが，この報告では地下水研究を主にその成果を記す． 
 

２．水文学的アプローチ 
 
１）青森県～福島県の広域概査研究 

井川ほか（2014）による報告では，青森から福島まで

の被災地域（東日本太平洋岸地域）を対象に約 500カ所

で，地下水・湧水・河川水などを採取し，分析すること

で，津波による塩害や福島第一原子力発電所の事故に起

因する放射能汚染の状況を評価した． 

２）選定地域における詳査研究 

 丸井ほか（2014）による報告では，津波被害の大きか

った宮城県気仙沼市や岩手県陸前高田市，さらには放射

能汚染プリュームの飛んだ福島県南相馬市や２つに分

かれた放射能のプリュームの合流点である群馬県館林

市を対象に調査井を掘削し，地質試料や地下水試料を採

取した．これらを分析して，地下水流動の状況や汚染の

状況を分析し，今後汚染が広がるのか否か，あるいは人

間による除染が必要か否かなどを判断する材料として

いる． 

３）リスク評価解析研究 

小原ほか（2014）による報告では、本研究で取得した

水質などの情報を過去の情報（データベース）と比較し，

汚染の現状を評価した．さらに，地下水流動シミュレー

ションを被災地全域で実施し，各地の地下水の流動状況

（資源としての有用性）や今後の汚染の拡大・縮小につ

いて解析した． 
 

３．物理探査アプローチ 
 

 大熊ほか（2014）による報告では，津波被災地（仙台

平野南部と福島県松川浦地域）における塩水の地下への

浸透状況およびその下位の淡水性地下水の分布を把握

することを目的として，ヘリコプターによる空中電磁探

査を 2012年 6月に実施した．その結果，当該地域では，

地下の極浅部に低比抵抗がマッピングされ津波の際に

浸水した海水の影響によるものと解釈された．一方，よ

り深部では侵入した海水（塩水くさび，化石塩水）の影

響と考えられる低比抵抗層が仙台平野南部に分布する

が，これらに囲まれた高比抵抗域層も分布することが明

らかとなった． 

 一方，上田ほか（2014）による報告は，陸上での直流

比抵抗法と電磁探査法調査においては，空中電磁探査法

による面的な地下比抵抗構造推定結果の補足，ならびに
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より確度の高い地下比抵抗構造推定を行い，調査地域に

おける地下水構造の把握，復興・復旧作業への貢献を目

指した．電気・電磁探査法の解析からは，空中電磁探査

法による見掛比抵抗解析と調和的な結果が得られてい

る． 

 
４．おわりに 

 
研究開始当初，東北地方の太平洋岸では津波による塩

害や福島第一原子力発電所の事故を原因とする放射能

汚染が進行していると考えていたが，いずれも表層の限

られた部分においてだけ汚染が起こっていることがわ

かってきた． 

これは東北地方の太平洋岸沿岸域においては第四紀

層内に一様に広い範囲で粘土層などの細粒物質層が広

がっており，汚染を食い止めていると考えられる．現状

では表層部の復旧工事などが行われているため，十分な

対策が取れていないところもあるが，今後の本格的な開

発に備えて，深層の地下水に汚染を到達させない対策を

とる必要があろう．また，平野部低地帯においては津波

浸水域と本来の塩水侵入の関連などもわかってきてお

り，今後同様の震災が発生したときの非常用水源の確保

などに有用なデータを残すことができたと考える． 

本研究で得られた成果を Web 等で分かりやすく発信

したり，論文や特許としての学術的な成果を挙げるため

に，これまでに２回の独自成果報告会（第 1図）を実施

してきた．このとりまとめは震災からの復興に資するこ

とを願うとともに，今後起こるかもしれないリスクに対

する備えとなることを切に願う． 

 

 
第1図 成果報告会では，産総研の研究成果に加えて，

弘前大学・福島大学・筑波大学・信州大学・大阪市立大

学との共同研究の成果などが発表された． 

Fig.1  A photograph of one of the meetings to report 
results of this working group. The research results of 
AIST including the collaborative results with the 
universities were presented. 
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